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１. 学生の理解の差が大きく､ どのレベルに焦点を合わせれば良いかが難しい [２]｡
２. 習熟度別授業は学生の学力差の大きさと散発理解のためクラス分けが難しい｡ 散発理
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要 約
昨年の報告 [１] で共同教育が学生の賛同を得られるだけでなく､ 成績上でもグループとの関係が高
いことを報告した｡ しかし関係に関しては実践例が少なく､ まだ明確なことが言える段階ではなかっ
た｡ この報告はその後の数学での教育実践を加えて､ 昨年述べた効果を検証している｡
｢分数のかけ算割り算｣ ｢割り算のからんだ文章題｣ ｢割合の文章題｣ ｢百分率と歩合｣ ｢単位｣
である｡ これが小学生で学ぶ部分で後に繋がる重要な部分と考えたからである｡
｢就職の数学｣ も共通科目である｡ ２クラスが開講された｡ 名前通り､ 就職試験対策の授
業である｡ 最初に ｢整数｣ ｢少数｣ ｢分数｣ の計算問題を行い､ その後で ｢鶴亀算｣ ｢進法｣
｢濃度算｣ ｢仕事算｣ を行った｡ 途中でまとめや模擬テストもおこない復習も何度か行っている｡
１. ２ グループ分け
グループの人数は岡坂愼二 ｢グループ学習の技術｣ [５] によると主に小学生を対象とした経
験では２－６名程度が適当ということである｡ そこでこの講義では個々の人が意見を出しやす
いようにということで４名を原則としたが､ 学生の希望により､ それ以外の人数も認めた｡ グ
ループ分けは思い出しの算数では､ 講義の一回目に試験を行い､ その成績によった｡ 試験内容
は基本的な計算及び授業で予定している内容にそった問題である｡ 成績順に４つの段階に分け､
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































平均 076 044 081 057 004 014 086
表４に成績と伸びを各科目のクラス毎に示している｡ ここで基礎計算とは整数､ 小数､ 分数
の足し算､ 引き算､ かけ算､ 割り算である｡ これらは､ 主に小学校前半にでてくる課題である
が､ 第一回での調査は048－079の間である｡ 本来はもう少しできることを期待する｡ しかし
問題点はこれらの課題を半期の間にそれなりに学んでも大して向上が見られないことである｡
伸び率は005－015の間である｡ 基礎計算は小学校の時代に､ かなりの練習時間を積んで学ん








学生９名は全員､ グループ､ ､ の３グループに所属していた｡ またこの３グループの全
員が成績の伸びが負であった｡ 一方－１クラスの負の伸び率３人は､ それぞれ別の３グルー













































































成績に関連するいくつかの項目と出席率の間の相関係数を求めた｡ 昨年の報告 [１] では個人
の出席率と成績の間に強い相関 (070) があるとの報告をした｡ また､ グループにはいっそう









































































































































では､ 23名中全員が肯定的であった｡ 就職の数学－２では23名中22名が肯定的であった｡ 反
対は僅か１名であった｡







｢誰かに説明することは､ すごく難しかったです｡ 自分ではわかっている問題でも､ わから
ない人に教えることによって､ やり方をもう一度再確認したり､ 出来たので､ お互いに教え合
うことは大切だし､ すごく良いことだと思います｡ これからもやっていった方が良いと思った｡｣


















































































































｢私は正直算数が嫌いでした｡ 小学校でとりのこされ､ ほっていかれたからだ｡ 今回､ お互
いがわからない所を聞き､ お互いがなっとくすることができました｡ どんな難しい問題でも､
相談し合える人がいてくれて本当によかったです｡｣













が良くない３つのグループ (､ ､ ) があった｡ そのグループの学生たちも全員グループ
討論に肯定的であった｡ 例えばそのグループの一人は ｢友達と討論し合うことは大切だと思い
ます｡ 自分が答えがあっていても友達に教えてあげることで､ もう一度内容を再確認できるし､
友達の間違えた部分を次に注意して問題が解けるからです｡｣ とか ｢みんなでやると､ 教えて
もらって分かったところもあるし､ とても楽しいのでまたこういう授業もあればいいと思いま




１. 基礎的な計算力は､ ある程度できることもあるが､ なかなか伸びない｡
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